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ド教 を した について
Vocal music instruction using on-demand teaching materials

   大         
    教育学科 教育学科 教育学科 教育学科 教育学科教授

の学 における スク に る に関 する は と い。

は、 の の学 の 方について、 スクを しての の授業と

ド を しての授業との学 の いを した。 の結 、これま 教 が に して

いた う 「 に関する 」は ド にすることに て、 い学 が られ、

「 に関する 」は、 スクの を てして の授業 い学 が ら

れることが と た。 の 的は、 ド の 方と スクの の の授業

の 方とを を て し、 の授業 の を ることに る。

キーワード： 、 ド教 、 、

１．序論
、 イ スが を るい

け、 の として スク が し
ている。

2 には文 科学 が「小学校、 学校、
学校 び 学校において を

う の イ ス の
について 」 iとして 府 教育
会 、 政 する と
た。文 には、 スク とするこ

と 、 ている児童 と ている児童
が し い うに 、実に に が
れている。 は 的に、

「 における
イ ス 大 の イドライ 」 i iに

れ、 イ ス
らの 意 の「5 つの 」

を う 会 大 にお
スク し の会 い

の の が られ
ている。また、3 に る の i i i

は、ク の
に る の イ の
スク の について 実 れている。

結 らは、大学 の を う実
授業に 大いに を 、授業 を した。
し し がら、 スク が 的に

したことに て、 会 、 ら
の に「 スクを していると が

に き れる」「 スク 会 し
ていると れる」とい たことを にする
うに た。
この う 意見を け、 らは、

VFI に 、 を
たとこ 、 スク のの の として

た のが、「 し 」 た。 い
て「 の出しに 」が 、 いて「 」
と「 」とが ivという結 を いた。
れは、 スクに る に え、 言

い ら い とつ が ている
ことは に い。また「 」の
に関しては、 スク の し え
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に が えてい い結 と言え う。
に スクを するに た て い

は が大いに ら ること る。
方、 スク のまま をすると ると、
会 以 に、 が いに い、 を す

たびに スクが れる、 が見えに い、言
が こえに い、 の が

られる。
また、 スクの れ、 の

い す 言 の きと す 、 の
は れた。し しい れ の
、 の に関する が出 て

おら 、授業 の は き た。
は、自 の を として、

をする の るた 、 に の
が と る。また、 を としてい

るた 、 の うに 的 スク にお
ける の を う と
に られた。
こ らは、 スク に る

に が出に 、学 大
いに見 る「 ド教 」を する
ことにした。 、 と「 ス
ク 」 の授業の をした 、 い

の 方について した。
論文の 的は、 の科 において

の学 が られ、 を い授業を
すことに る。

2 「 」の ラ と授業の け
「 」は を る際に という を
い に、自 自 が として るという
の とは異 る が る。 えて、

の のに言 がついてお 、
する際に の 、 と の 、
を に考え ら い。 て、

は 理論 に る 的 的
学びには 、 を けて が ら実
際に 的に学 を してい が る。
以 のこと ら 教育学 は、理論と

実 とを 業ま の 4 すこと ラ
ス 、 して学 る うに に

る 科 に え、 科 を け、
ラ を 成している。

1 教育学 における理論 実 科 に関す

る ラ

理論科 実 科

1

ス

理論 1 

1

1

1

2

ス

理論 2

2

2 

2  

3

ス

理論 3 3 

3  

1  

4

ス

理論 4 4  

4  

2  

5

ス

理論 5 実 A1 

実 B1 

6

ス

理論 6 実 A2 

実 B2 

7

ス

理論 7 実 A3

実 B3 

8

ス

教育 実 A4 

実 B4 

に 扱う、「 1」は、90 1
15 に た て れる の る。授

業 は、 としての を るた の
と、 を理 するた の を 1 ク
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ラス 4 いる れる。 のた 、1
た 20 の の と 、 とし
て 的に れること の理 を られ
る には た。 こ らは、90 1

15 には いが、学 た を 2 つ
の に け、 を と を学 た
の「 イス 」の と、

的に を いて を学 た の「 」
の とを れ え がら学 する授業

を た。 うすること 学 た が
を て学 に きる う
を した。

3 ド授業の の
の う 、 と 、学 た は

大学 の を られ、教 た
校に して しい が けられることと
た。 こ 、 らは、これま していた
「 イス 」と「 」の
学 の ド教 を 成することとした。

ド教 の
ド教 は、 1 ら 3 とし、

以下の うに 4 つの を した。
1 は、 れ れの授業 の に

すること
ら い は の 教 に

をすること
は を して

に て ること
「 て まし う」の は小
いの に出すこと

この 4 を すること 、 を て学
する学 にと ての を 意 を し
た。

2 ド教 の詳
ド教 は の 文に え、

クがついている に関しては、
文を 、 を し がら自ら
いた 、 した する の る。

(2) 2020 ド教
1 の

と 文 文まま
を する にす きことについて

的に てい こととする。
ま 、 いたい が るとき、 自 は
の う をしている え

て る。 ら と に
の を き がら う

をつけて う、という う ている
の は い う 。
るいは、 を にす に の

に をつけて てい い う 。また、
に関して、「 し 」、「 を

いたい」 と ている しれ い。 し
て、「 」をし いままに、 ら と言
うと うた の に して

が出てきてしまうの は い う 。     
こ は、 する にす きことを

に を がら見てい こととする。

「 」
というと をした

、 を た 、校 を
た することを い る れ い

が、ここ は るた 、 の
す に きる う の を
意した。
の し がら に える う

に 、 の
、 、 成した。 た

はこの を し がら文 に ている
ク イ を に うことに る。

し
と を に る。                           
と を に しする。出 たら

は しをする。
は し、 は しをする。

は と を と す。
を る

を大き て は ら
す
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2 4 3
2 、 4

4 、 2
2 、 3

3 、 2

この う きをすること 、 し
が たたま 、 を すことが き

る。また、 の ク イ は、 と
しをすること の きる。 の

ク イ は、 を け 考えるの は
、 を ること つ がる

う 成としたた 、 授業 の の うに
教 が の けに る教授が き
い に て 学 が自 に を られ

るし けをつ た。
の

た
を に てて ら「は 」と を

。
ら を て、 う ら「は 」

と を 。
5 すと、 に てている に の
出し れに て の きを す
に ることが きる。た をつ こと

の きを き、 の際に す
る言 る、 えて う「 え」の を実
することが きる うにした。

の れを る
の を いて、 を に てて つ。
ら を て「S」の す。

す
ら を て「S S S S S 」と

を がら する。 す
の れを る

の 、 「S」を 「Z」
に して う。
と は に を てた 、 に を て

た して の きと の を に
ることが きる う。

というと を ら い
と考えが が、 こと は 意

に ている の を意 下に こと
ス を したい考え 、
ク イ の 成を た。

ここ て を出して を うことに る。
する は、「 50 」

1 る。 は、 は
した に下 する、 を た

に い を う。 て には が
している際には下 が られ、 の
する きを がら する のス
と る。

には の に ク
ド が付 れてお 、 、
が する際にはク ド

を けた るが、 においては、 に
が付いてお 、 が している ら

き が付いているとは ら 、 と
の に る に て の が れる

た 、 意 を見る が出て る。こ
の う こと ら、 は の の学びに

しい教 ることが る。
を A と E

出 る うに には、1 教
の き い 、2 学 が

きる う の 、3 学 が 出
る うに の 4 学 が

出 る うに の 5 自
まと をするた の の をし

た。
2 の について
2 は、実際に を出して が

きる うに る う 教 を した。
と言うと、 うして を「ラ

ララ」 することと考えが が、
は い け は 、 したい

に た 、 、 の 考えて
うことが大 る。

において、 ま き た を
うの は 、 のた の

の 方を した。
S の を し い
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える
は るた 、 を に
きる る。「 」と すことに

て、 の れが とらえることが
るた 、自 の がス に れている

するのに しい。また、 い
た の 方 、 に
れること いの に して を
することが きる。 S は の
に うに しい る。

ng る を
がら における す

る。
に、 ng を すること

に れた いの方 を
るた に ng をすると い。

ng の は、 の
の の方 を 、 を ること
が きる る。 ng は るの 、
と の に に る を 、 ら

れ た の が ら け る 。                              
して、 は いて をすること

は ら ける。
て、 をする の として ク
イ を てきたが、ここ 語の
い う え お 5 つの をしてお

きたい。 には がついてお 、
として を するとき、 の の

を に えることが ことと る。
する際には、 の を理 し いてい

る が の が れている と 理
きる う す き る。
ここ 語における の に

と の について をしておきたい。
語は と の と が に
れ、 の が け てしまうと言 の意
が捉えられ るという「 優 」の言語

る。 の が ること の れ
ス に 、 い つ がるこ

と う。
の の と の

を するに た て の に を の

う き、 つ の う い 、
す き をし と する る。

の A/I/U/E/O は、
語の「 い う え お」 の と

の る。 「 」 の たる イ
を している。ここ 意 ら いこと
は、 は に下 方に ること る。こ
こ ら れて している は大 、
を 方に て る け に きる
うに る う。       

                               

       
の と の v

た は 語を 国語として
ているた に、 ま の に 意して
することは い。し し、 語は、 の
うに の 言語の 考えると、
、 優 の言語 る。IPA International 

Phonetic Alphabet 国際 号 に ると、
語の の 語に が優 と る

の るが、言語として 的に れて
いるのは、 語 け る。 の「 」
において る ら 、 は を るこ
とが るた 、 的 を ている。
また、 をは き と する ら

会 「 き お れる」、「 が い」と
れる ということ てい

う。
の が きたとこ 、実際に

に出して をしていきたい。
ma の

「m」は る。 下の が して
に を ると、 が下が て、たま

I

E 

A

U

O 
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てきた を いた ら がして が
きる。 の れを に て き て、
の を けて の の れを
きる。

la ラ の
「 l」は る。 下 を る に

の を 、 ら を
して する。 ら が れたのを
きれ 、 に をした の の 「a」

に を る け が成 、 つ
を 下に う に て、 を ら す
こと る。

na ( )の
「n」 「m」と うに るが、「n」
における下の きが大 、し とし
た の が る。 れは、 の

を に し付け、 に「a」の
す きをするた の きは、「 l」と「 」を
た う に る。

「n」と「m」の いは、「m」は の うに、
を いて を 、「n」は下の 方
と を ること 、 の出 る

が う と、 と られる の 、方
が うということが言える。
この うに は の う の

てい ことが ましい。
に う    

「 」 「ng: 」 「ma: 」
「 la:ラ」 「an: 」

この う え 、ま 「S」 の
れを し、 を 、

たことに の 大
に る。 して の 、 、

に と る お び の 実。
に大 の に を け、 の き
の を すことが出 る。
とここま ら ま の には、 の

とに 教 を 意し、 とした。

3 について

は、言 を するた の とし
て、言 の を する とした。

に 語 る 語の に関して学
が い が 、 をする際に

すること た。
語の
語の 「 い う え お」 を大

き すると、
の 4 つが られる。

は、 え 、「お 」は「おと 」
と するが、 は「おとう 」 る。
こ れ を ら に に お し て る と

Otosan る 2 の O と U は T と
S に まれているた 、 の についてい
る が を こし、 の を し
い。つま Oto-San と るの る。
は を に すということ は 、

言 自 と の らが には して る
が、 するときには け 、 に
れる が と る が られる。
に は、 が して出て る「

い」「おい」「うい」「 え」「 う」 る。
2 と の

言 方

し い ShiKai
科 し い Shika i ×
う おう O u ×

2 下 の うに が 2 つ れる
のを という。し しここ を付け
ては ら いのが、 と の
う、 2 に×のついている

「 科 」 び「 う」は、 の に を
てると と う れ方をしてい

るが、 が していて 言 に れ が
られると自 と として は 、
の として していること る。「 う」

と うに が して れていて 、
語の い 語は、「おい」 、「 い」 と

は の として する
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が る。
に の について たい。
の とは、 の「い」と「う」は

を に まれると 的に
を こす。

3 の
言

し Ash(i)
し Ashi ×
き Ak(i)

き き Aki ×

3 に た 「 」は の が こ
、「 」は き い、また、「 」は の
が こ 、「 き」は き い。これは、

の る が れるた に は
れ、 が き いという に る

の る。
以 の うに 語の についておお

の大き け は るが したの 、
することが い、イ 語の に

ついて 方を に る の 方を た。
また、イ の に を うた
に 「 の 」 、「 語の 」

ているた 、 ての自 学 をう が
した。 ド は、小学 「

」 し、イ 語の
について を付していたが、ここ は

する。
2 2 2021 ド教
2021 「 1」 は、 と

ド お び Zoom を した 方 ライ
授業を れ がら た。
2020 は、 授業を ける
う きが 、 に ら ての科
ライ 授業 るいは ド授業 と
が れた。実 科 る「 」 は
の文 の と 教 を いた
ド教 を 成したが、2021 は 20

の を して、文 の の文

を い、 とこ は Zoom を した
方 ライ 授業 した。

の授業は の は見 しが て
たた 、以下の う を として、

を いて を た。

1 て う の

の うた の の を える ク
イ を 、 自が自 える うにした。

2 うた の の ク イ

この は、 に をの るた の ク イ
を て、 を える う、 と

ク イ を にして Zoom を した 方
授業に える う した。
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3 ド を う と
の

3 に した う 学 た は れら
の に 、Zoom を して 方 ラ
イ 授業 には 2 の を し
て 出することとした。

考察 授業実践と意 に いて
は学 の 、実 を 的と

した「 1」 扱 た 2 の
ド教 の詳 を た。 は、2021

の授業実践に際して 4 つの の
と れらの らいが の うに 成 れた

を、 の 、 方 授業 の学
らの き を に考察する。また、
て 2021 の授業実践に関しては、授業

に れた 学 らの
き を に考察する。
ま 、2020 した、 ド
に て するた の の を

ここに してお 。

4 YouTube の
1 た の

1 1 118 3.1
1 2 74 1.9
1 ―3 98 2.6
2 93 2.4

1 1 は の は、
は るが、1 た の は 3.1

と た。つい 1 3 の
50 を す

る の、 して、 2 の の について、
が き、 1 は 1 1.9 と い
という結 と た。 結 を学 らの き

と て考察をすると、 1 の
の 「 の 」

に関しては、「 に いの しれ

いけ 、 に が 、PC の に
ているの 、 の 以 の に し
がら した して た」、「 の

たい し 、 きた ら」、
「 を る きはとて し
たけ し がら と に て
いたら きる うに て し た」 の
意見が られた。
この う こと ら 的に は るが、
は 自 の が ることを

ることが きたの は い と れる。
に 教 の が 2 に た

1 の 50
を することに関しては、「 が言う うに

号を たら に に ク
ドがついていてび したし、

いに て し がら して た」、
「自 を き がら え いの 、
を れて ら て しました」
、 うう に の うに の 教

を する を自ら考え、 をすることに
成 していた。このことは、 授業 は教
が を き がら教授 を てい た 、
学 自らが をい に 扱う を考えられ
た い と た。

に 2021 お び を
に考察する。2021 には、2020 の
が たこと 、 スク の 、教 と

学 の に をは 、15 に
5 の をすること を として
に の授業 してい た。

「 1」 は、 の 授業は、
を した 、 の ス を し

た。 方、 に ている イス
クラスは、 うた 、 の

授業の は見 、 の うに、
ド に え、Zoom を した 方

授業 と した。 の際の ド
に する を見て ると、「

ド を のまま ていると、
をしているのと関 いとこ の

が していることに いた」、「 が
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がるとこ 下がるとこの うが
ることに きました」

自 を 的に見ることが出 た
見られた。
ここ らは、 を して、 ての

を 出した 16 に して を
詳し 考察してい 。

1 ド教 を して、 の は
えた 。
えた 16 16
の は、詳しい は の の

1 るが、 ド教 として
て 1 を して が が てい

る 、 が出てきた に自 の イ
、 の に けを することが

出 る。
また、これま の 授業 は、 の け方

に関して 、 的 学 の の
け方、 して の を教 が した 、

した してきたが、 の に
が た。し し、 を
して し、教 の の と学 は自

をの き こと 的 を て に
き うことが きる において学 た は
が えたと ることが出 た。
2 ド教 と 授業との大き

差は
の の 言が い 16 14
の 意して らえ いた 、 の
ているの 、 い方がこのまま

いの を える。 授業の 、 え
を し に ている 、教 は、
を て を に し がら、「ここは

う し い ら、 を る うにし
て うと を すい」 言したの
に は の うにして ることが出

るの 、 をす に 意をすることが きる。
3 ド教 の を して

していた
た 16 15

これま てきた うに ド教
には、 を う という授業にと て い

ることが てきた。教 の
を教 が に理 し 的 教 を る 、
して学 た が れを に理 し、自 に

と て い方 を見出し がら学 を てい
を いに しつつ てい る。

この う こと ら、 5 の うに
を 成した。 には、学 が

する「 方 した 」お び「学
こと」の を け、教 ら「 」 に

をつけ ら い を した。

4

このことに 、学 た は、 教 を
する際に、 に をつけ がら学びを る
き と た う た。

えて には自 を け
ていた。自 には、 と の学 が

をし、 の を教 ら うと
していた。自 に れた文言は れ
れ き方には いが たが、 の方 は

大き けて 4 つ た。
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の学 は に いた 、 が
い

の学 は しいが、 の 方 を見
出した。

が出 い 境 たた 「 きる
ことをした、結 、 うた の が
きた。

に関して 的に自 が出 る う
に た。

の 4 つをは き と えている学 の
を 5 にまと た。

5 学 の自 と教 の
文 のまま、下

学 の自 教 の

学

て ら

いことが た 、

小 い

し え た

するの 、 に

て しいの 、

てス イ し

うと いました。

と をすること

、大 ことに が

つ ことが出 ました

。 が出 いの

は大 すが、 のこ

の 下 出 る、

「 をし

」をしておきま

し う。 授業が

出 る を し にし

ています。

学

は、 し

えている 自

がら が出

ますが、 として

の い に ける

た に を う す

れ いいの 考えるの

は し た す。

教えて け

いのはとて

す。 すがYoutube 

の方 の

を して、

て します。

とて に に

ました 。 い

を すのは大

こと す 。 は

ら れることを

し しておい

て い。

授業が出 ると い

、と ていま

す。

自 は すること とて て に

学

が き いの の

は ま きま

したが、 の

を けま

した。すると学校

しに たときに

ま スが

に た う が

した 、いつ

が して出 た う

がしました これ

ら し けて

自 自 を て

える を ていきた

い す。

ことが

ました。 は

け は 、

を と

き、 して

するとき…

に ます。

これ ら けて

い 。 授業

が出 ると い す

学

ま を し

て、 い を

てい た には、

と

ることを た に

きる うに ること

が大 の と

た。 はこれま

を したことが

たの 、このことを

ま したい。ま

た、 を う

こと が びた う

を えた。 に

を して、

「 が したときに

し がとれる

う 」と「 が下

が たときに きま

下が てしま い

うにすること」の つ

が の の と

た。

とて 大 ことに

がつ ことが出 まし

た 。 をし

て の に

ことが

ました。

学 ことを れ

に の に

ては て える う

にして い。

4 授業 の と考察
この う の出し方に し、



─ 189 ─

オンデマンド教材を活用した声楽指導について

―11―

の を て て ると、
らがおお した ド教 の学
びの らいは、学 た に に たとい
うことが言える。

の授業が いことに て学 た は
教 が 成した ド教 をし

と き い、 れに て に関する
が えた。 が えると自 が を出す際に

を 意 に けることに た。
し し、 の授業は 、自 という

について 的に理 し、見出し、 するこ
とに る。 の において、 ド教
、教 がとの に することが出 、

学 た の理 を ることが出 いという
イ ス が ることは い。
教 学 における 学びの
は、これま に が いの
たが、は に た うに、 け

の学び た ら 、
1 スクを した の授業 るた
、 スク に る スク に

の の の の が出
い スク に る の き に
が て る。

2 教 と学 の が の 3 ら
ら い 、教 と学 の は

に て まれるた 、 いの
が きと に る いの と の

が る 、 の き に
差が る の が て る。

3 1 の授業 が する を出す授業
のた 、 をし がら授業をすることが出
いた 、1 つ を ら い
している の 1 つ
を ら い の イ ス

を ることが出 る。

5 まと と の
れ れが出した ド教 の

自 はと け しい の は い、 の
授業 を う授業 は以 、
の教 が えてきたこと る。し し、 の

え方は教 れ れの 言として られ
るた 、 の け 、理 の い 差
が大き 、 の ス につ がら た 、
「 」の として学 に ら た し
てお 、実 の授業 る らと言 て、
し が 方 るとは言え
い 見え、大いに を けた。

は、 の授業 いた ド
教 について の うに る き 、 的学
びと 的 を てい に 意義 教育
教 の が出 る 、考察してきた。
教育 を た授業 ラ として

教育に してい た には、 の う を
してい ことが られる。

授業における の の
は、 うことに る が

ることが いた 、 スク は
と る。 は、教 が に の け方
の を した ド教 を 意し、

ド教 を た 授業を てい
こと 、 の の を 付 ることが
出 る う。

ド教 の と
ド教 をい に す き 、

を に をす き を に学 た に え、
意見 を にし がら い教 を
す が る。また、教 は学 に す
、 授業 い すい ド教 の
の を ら い。

教 を理 する
教 を理 する とは、 の 的 が
ということ る。 の授業 け 結

してしまう う 教 と に、 の 的
理 を す う 教 の 方を

す の る。

イ ス が 見 れ、
方 が 出 れ がら 3 の が た。

の 大の いは え 、以 の うに
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スク しに を う が出 る うに
るとは考えに い 下に る。
し し、 はこの のう に見出した

の授業の 方を の し、
これま の を に い 方の

をしてきた。 学 を い
い を た の と

ド教 の に るつ る。

i 文 科学 小学校、 学校、 学校 び
学校において を う の
イ ス の について

2 文科 1344 号 2 12
10
ii にお
ける イ ス 大 の イ
ドライ 2 2020 11 26
iii の

の い の授業の授業 ラ
の を していきたい。

に関して、1 2 3
大 4 大 5 が れ

れ した。

iv   、 、 、
、 、 における

スク の に関する , 言語
学会 63 3   

v 3 『 学校
学校教 養成 における 科教育の理論と
実践』 8 の 教育
pp. ,2017   




